






















一七年三月に『痛みのペンリウク―囚われのアイヌ遺骨』 （草風館）という本を緊急出版し、およそ三〇年ぶりに執筆活動を再開している。社会問題化したアイヌ遺骨返還問題におけるこ著作の意義、かつての土橋氏の活動との関係やその位置づけなどにつ て検討していく予定である。なお、アイヌの第二次世界大戦の戦時体験の証言者の著作をまとめて検討する作業を行い、アイヌ近・現代思想史における究極な近代経験としての戦争体験の持つ意味を模索する論文、一九九〇年代以降のアイヌの歴史をめぐる歴史修正主義の旗振り役を務めた文化人類学者の河野本道についての論文も現在準備中である。 紀要に、 「
分タクソノミスト
類学者：河野
本道のアイヌ民族否定論（上） 」をその第一部として寄稿して る。これらを含めて、本研究では、アイヌ近・現代思想史をめぐる一冊の著作をまとめることを目標とする。
